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第
十
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回
生
萱
御
柱
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が
皆
様

の
ご
芳
志
と
ご
協
力
に
よ
り
四
月

十

一
日
盛
大
に
執
行
さ
れ
ま
し
た

事
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
月
二
十
三
日
区
長
招
集
の
も

と
、
各
常
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
世

話
人
木
遣
挺
子
係
に
よ
り
実
行
委

員
会
を
設
立
し
て
準

備
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
祭
は
我
が
郷

土
の
歴
史
と
、
伝
統

を
重
ん
じ
区
民
総
参

加
で
楽
し
い
思
い
出

を
残
す
こ
と
を
目
標

に
区
側
及
び
神
社
側

と
の
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も
と
六

十
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、
執
行
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し
ま

し
た
。
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、
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総
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で
の
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曳
き
の

後
、
桜
が
満
開
の
神

社
境
内
に
無
事
御
柱

が
建
柱
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
祭
を
成
功
さ

せ
る
た
め
実
行
委
員

は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
立
場
の
方
々
の
熱
意
と
気
迫

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
伝
統
行
事
を
通
じ
生
萱
区
民
の

交
流
と
ふ
れ
あ
い
が
次
世
代

へ
と

受
け
継
が
れ
、
区
の
将
来
の
発
展

に

つ
な
が
れ
ば
と
願
う
次
第
で

す
。
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９
）

日
７
寺
〓
＋
￥
畔
別

ユヽ
ａ
２

ｏ７
ｑ
準
♀
専
ユ
ｃ
７
到
徹
ヨ

黎
半
⑦
争
華
翼
ユ
ｑ
聾
勁
到
期
軍

剤
膨
亘
敷
∃
⑦

「キ
Ψ
襲
」
⑦
》

里
珈
り
絆

ユヽ
●
嗜
烈
勇
⑦
２
０γ

ｑ
準
η
熙
到
多
力
轟
二
）
こ
）

●
０
０
掛
）
７
）
７

６ヽ
９
〕
￥

７
附
胎
立
癖
影
職
祟
豪
半

）ヽ
マ

ｑ
準
η
“
影
烈
↓
瀦
〕
百
諺
図
⑦

リ
コ
マ
⊆
Ｔ
■
Ｍ
彰
認
軍
尊
⑦
マ

「キ
馳
型
」
７
●
ユ
γ
則
寺
￥
ａ

Ｆ
ｍ
多
＋
Ｉ
唯
訓

Ｆヽ
熙
コ
判

。７
∩
準
●
準
ｑ
ユ
ｃ
コ
烈
票
覇

ヽ
レ
マ
準
切
〕
Ｐ
騒
⑦
野
田

ツヽ

コ
覇
稼
イ
壬
４
４
０
摯
立
Ｔ
町

●ヽ
蚕
稼
ａ
野
⑦
コ
畔
聯
切
碑
ヨ

０
９
）
草
魂
￥
碑
冒

ｑヽ
）
ｑ

。７
ｑ
準
●
ユ
ツ
量

コ
陥
烈
漸
彰
ユ
ｃ
７
マ
γ

一
ヨ
智

国

０ヽ
コ
マ
漁
窮
ユ
〕
き

６ヽ
導

噺
Ｃ
ｔ
漁
亜
単
￥

癖ヽ
γ
ｑ
翠
゛

ユ
ツ
γ
静
）
封
国
劉
軍
⑦
マ
キ
彰

聾
０
マ
ｑ
烈
力
￥

ａヽ
留
よ
争
黎

半
⑦

「争
彰
野
」
⑦
冒
キ
箪
珈
り

靭

下ヽ
旧
烈
興
離
多
○
〓
□
賃
）

↓
ビ
〓
ル
７
Ｉ
￥

コヽ
キ
華
翼

￥
畢
　
謀
鵠



集
団
疎
開

昭
和
２０
年
４
月
１３
日
長
野
市
よ

り
再
疎
開
で
生
萱
観
音
寺
に
１４
人

の
生
活
が
始
ま
る
。

長
野
県
埴
科
郡
雨
宮
願
村
大
字

生
萱
で
あ
っ
た
。
更
埴
市
、
千
曲

市
に
な
る
。

昭
和
２０
年
Ｈ
月
１３
日
東
京

へ
帰

る
。８
ケ
月
生
活
し
た
な
か
で

一
番

の
衝
撃
は
終
戦
２
日
前
の
昼
、
上

空
に
飛
行
機
が
見
え
た
の
で
皆
で

バ
ン
ザ
イ
を
し
た
ら
、
そ
の
と
き

艦
砲
射
撃
を
受
け
驚
い
て
本
堂
に

全
員
で
逃
げ
夏
な
の
に
震
え
て
い

た
。山
づ
た
え
当
時
の
村
の
助
役
さ

ん
が
安
否
の
確
認
を
し
に
来
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

観
音
寺
の
横
道
は
松
代
に
向
か

う
山
道
で
あ
り
毎
日
憲
兵
が
交
代

で
見
張
り
を
し
て
い
た
。

終
戦
前
に
は
い
た
か
は
覚
え
て

い
な
い
。

８
月
１５
日
玉
音
放
送
を
聞
い
た

と
き
は
す
ぐ
帰
れ
る
と
思

っ
た
が

食
糧
難
で
帰
る
こ
と
は
ス
ト

ツ
プ

さ
れ
て
Ｈ
月
に
帰
る
。

残
念
な
の
は
二
人
が
破
傷
風
で

亡
く
な

っ
た
こ
と
で
当
時
勤
労
奉

仕
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
葉
に
つ
い
て

い
る
テ
ン
ト
ウ
虫
を
と
る
の
に
ハ

ダ
シ
で
畑
の
中
は
入
り
、
そ
の
夜

か
ら
高
熱
が
出
て
屋
代
の
坂
口
医

師
が
オ
ー
ト
バ
イ
で
来
る
が
か
な

り
遠
く
か
ら
来
る
の
が
わ
か
る
。

勤
労
奉
仕
に
は
数
々
の
想
い
出

が
あ
リ
ア
ン
ズ
を
割

っ
て
干
す
、

か
い
こ
の
葉

つ
み
、
ビ
ー
ル
の
苦

味
元

（ホ
ッ
プ
）
な
ど
の
手
伝
い

を
し
た
想
い
出
が
あ
る
。

最
後
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
が

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
毎
日
の

食
事
で
あ
る
。

９
月
に
は
台
風
が
来
て
田
ん
ぼ

一
面
に
水
が
入
る
状
態

で
あ

っ

た
。
観
音
寺
か
ら
見
て
左
側
に
は

Ｔ
さ
ん
の
家
し
か
な
く
Ｔ
さ
ん
の

お
母
さ
ん
が
我
々
の
三
度
の
食
事

を
作
っ
て
い
た
。

現
在
９５
歳
で
あ
る
が
毎
年
２
回

は
顔
を
見
に
来
て
ま
す
。

今
は
観
音
寺
も
本
堂
し
か
な
く

現
在
の
井
戸
は
ポ
ン
プ
式
で
あ
る

が
当
時
は
ツ
ル
ベ
で
水
を
汲
ん
で

い
た
。
あ
れ
か
ら
６５
年
の
歳
月
が
流
れ

村
も
都
会
な
み
？
夜
に
な
る
と
村

全
体
が
静
け
さ
を
取
り
戻
し
て
る

の
が
よ
い
雰
囲
気
で
あ
る
。

辻
　
健

一　

７７
歳

千
葉
市
在
住

理
至

能
など■■

5 4 4
月 月 月 ★

301811
日 日 日 区
⌒ ⌒ ⌒ 行
日 日 日 事V V V予

市 堰 御 定
内 浚 柱
一 い 祭 ★

６
月
５
日

（土
）

６
月
２０
日

（
日
）

７
月
１０
日

（土
）

８
月
１
日

（
日
）

９
月
５
日

（
日
）

９
月
１８
日

（土
）

９
月
１９
日

（日
）

‐２
月
Ｈ
日

（土
）

２

月

２５

。
２６

日

３
月
６
日

（
日
）

３
月
２６
日

（土
）

（全
戸
）

斉
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

（機
場
係

・
区
役
員
）

各
種
団
体
長
懇
話
会

（各
種
団
体
長
）

千
曲
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

（区
役
員
）

北
山
古
墳

・
生
萱
公
園

・
区
民
広
場

詩
碑
公
園

・
幹
線
道
路
枝
打
ち

（区
役
員
）

区
内
の
河
川

。
土
手
草
刈
り

（各
組
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。
）

防
災
訓
練

（全
戸
）
生
萱
公
園

人
権
教
育
研
修
会

（全
戸
）

蓮
華
寺
施
餓
鬼
法
要
。

例
年
の
よ
う
に
区
と
墓
檀
家
の
皆
さ
ん
で

執
り
行
い
ま
す
。

公
会
堂

。
図
書
館
大
掃
除

（組
長
）

（金
土
）
役
員
研
修
会

野
焼
き

役
員
引
継
ぎ
会

基準ドl・ヽ4ヽ
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生
萱
分
館
長
　
島
田
　
雄

一　
　
　
。
人
権
教
育
推
進
委
員

。
生
萱

い
つ
も
公
民
館
活
動
に
ご
協
力
　

　

分
館

・
区
民
の
皆
様
方
お
誘
い

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
　

　

〈
回
わ
せ
の
上
お
出
か
け
下
さ
い

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

　

■
９
月
２６
日

（日
）
マ
レ
ツ
ト
ゴ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
フ
大
会
　
千
曲
川
雨
宮
緑
地

■
５
月
８
日

（土
）
三
地
区
公
民

館
合
同
敬
老
会
　
白
鳥
園

■
７
月
４
日

（
日
）
分
館
対
抗
野

排
球
大
会
　
野
球
　
千
曲
川
河

川
敷
グ
ラ
ン
ド
　
排
球
　
更
埴

市
民
体
育
館
　
区
民
の
皆
さ
ん

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
７
月
２４

・
２５
日

（土
日
）

夏
山
ハ
イ
キ
ン
グ

大
柳
川
ハ
イ
キ
ン
グ
と
御
前
崎

灯
台

（静
岡
県
）
宿
泊
　
御
前

崎
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
８
月
１４

・
‐５
日

（土
日
）

盆
踊
り
　
生
萱
公
園
　
盆
踊
り

。
花
火
大
会

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

・
カ
ラ
オ
ケ
大
会

，
夜
店

（ジ

ュ
ー
ス

・
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム

・
わ
た
飴

・
生
ビ

ー
ル

・
焼
鳥
他
）

帰
郷
中
の
ご
家
族
を
含
め
て
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
９
月
１８
日

（土
）
人
権
教
育
研

修
会
　
生
萱
公
民
館
　
生
萱
区

平成 22年度 区役員及び各種団体役員紹介
今年度一年よろしくお願いします。

○宮崎副組長 中島袈裟則

○区  長  島田
○代理区長  久保
○宮崎組長  相澤

○大門組長  鴇澤
○本生萱組長 島田
○石原組長  中島
○協議委員   

｀

・宮崎 1東 西村
。宮崎 1西  田中
。宮崎 1南 北島
。宮崎 1北 荒井
・宮崎 2  相澤

○各種団体

縣神社氏子総代主任 島田 弘巳

人権教育推進委員  島田 弘巳

公民館生萱分館長  島田 雄一

雨宮育成会会長   久保 正孝

防犯雨宮支会会計  間間 金男

社協雨宮副支部長  相澤 隆

安協雨宮支部会長  島田 孝

屋代沖維持管理支部長 野澤 孝幸
生萱を知る会会長  久保 知大

神楽保存会会長   島田 袈裟二

民生児童委員

主任児童委員

中島 浩美

島田 幸子

東小PTA支 部長  中島 雅仁

屋代中学PTA   島田 栄一

第二分団副分団長  相澤 進一郎

豊万

悦朗

忠一

忠久

正巳

信男

忠弘

三好

清貴

新一

可二

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
　
仲
間
同

士
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
１
月
９
日

（日
）
ど
ん
ど
焼
き

長
野
セ
ラ
ミ
ッ
ク
様
所
有
地

■
２
月
１３
日

（
日
）
囲
碁

・
将
棋

オ
セ
ロ
大
会
　
屋
代
公
民
館

小
学
生
は
オ
セ
ロ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

以
上
、
計
画
し

て
い
ま
す
が
役
員

一
丸
と
な
っ
て
頑

張
り
ま
す
の
で

一

層
の
ご
支
援
と
ご

参
加
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

。大門 3  高野 俊彦
。大門4  野澤 孝幸
・生萱 5・ 6 島田 弘男
・生萱 5・ 6 島田 幸治
・石原 7  高野 美信
・石原 8  中島 雅仁

御
柱
を
氏
子
等
山
に
木
の
見
立
て

お
む
す
び
の
う
ま
み
手
に
あ
る
母
の
味

島
田
高
吉
９０
歳

布
団
け
る
孫
の
力
よ
夏
に
入
る

生
松
斬
旭
英

物
価
高
年
金
通
帳
し
か
め
っ
面

農
休
み

一
息
い
れ
て
明
日

へ
生

島
田
旭
英

（雄

一
）

黄
砂
降
る
御
柱
の
縄
締
め
に
け
り

御
柱
や
階
段
の
ば
り
ほ

っ
と
息

島
田
万
峰

（豊
万
）

編
集
後
記

編
集
に
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
様
に
寄
稿
、

資
料
、
写
真
提
供
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
気

持
ち
よ
く
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
特
に
今
年
は
御
柱
祭
、
埴
科
縣
神
社
建
立
百

年
と
い
う
大
き
な
節
目
で
も
あ
り
ま
し
た
。

若
い
人
達
に
も
伝
え
た
い
生
萱
の
歴
史
が
あ

る
こ
と
か
ら
今
回
は
高
野
銅
像
、
観
音
寺

へ
の

集
団
疎
開
な
ど
も
特
集
し
ま
し
た
。

発
刊
に
あ
た
り
、
今
後
も
こ
の
広
報
が
生
萱

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
願
う

次
第
で
す
。

区
長
　
島
田
　
由豆
万

ミ:

自衛消防団長

日赤奉仕団団長

 ヽ ■3

久保 義明

西村 三津子
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